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強い田舎を創りたい！
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自立的で持続的な地域を創る

エネルギーの地域内循環
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・2017年1月11日設立
・地元企業73社が出資

ブランドロゴ
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2017年5月18 事業開始式
典
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エネルギーの地域内循環
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【エネルギーの地消地産】
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域内エネルギーの地消地産

地消 地産
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八女市 約53億円（約2億７千万kWh）
広川町 約25億円（約１億３千万kWh）
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地消地産を実現するには
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２億7000万KW

250MW

50MW

200MW

消費量

必要容量

設置済み容量

不足容量



地消地産を実現するには

Think Globally Act Locally

941,176㎡

482,440,000㎡

宅地面積

八女市の総面積

16,450,000㎡

必要な面積

0.2%

６％
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域内投資に関して

200MWの建設費用

400億円

工事費

120億円

投資利回り

17％



災害時のレジリエンス強化

Think Globally Act Locally

エネルギーの地域内循環の拡張

地域経済の活性化

安心安全の確保

脱炭素社会（地域）の実現
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太陽光 蓄電池

０円設置

電気の買い方を変えるだけ
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150ヵ所の電源スポットをつくりたい
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八女市 25,000世帯
広川町 7,000世帯
合計 32,000世帯

150ヵ所の電源スポットがあれば
24,000世帯のスマホが充電可能に

八女市・広川町合計の約75％
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公民館

蓄電池寄付
太陽光無償設置

電力供給

【提供形態と特徴】
株式会社アズマが、災害時の非常用電源として蓄電池を寄付。
併せて、自らの投資で太陽光発電設備を設置し、自家消費分の電力供給を行います。
また停電時には、ご自身の簡単な操作で太陽光発電設備や蓄電池から電力を供給
することもできます。

【公民館側のメリット】
・BCP対策（停電時の太陽光発電、蓄電池利用）
・地域内の再生可能エネルギーの普及によるCO₂の削減
・電気料金の削減

具体的な内容について
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一般的な
電気料金

再エネ賦課金

やめ
エネルギー

再エネ賦課金

太陽光発電
自家消費分

将来的には太陽光システムを無償譲渡します

LED’S契約終了後10年
間

LED’S契約期間
中

現在

将来は自己所有に 10年間のサービス期間終了後、システム一式を無償譲渡いたします。

10年
後 無償譲渡

システム導入しなかった場合と、導入
後20年間を比較すると・・・

約125万円 の開きが出ます。
※事業所ごとに削減率が変わるので後日シュミ
レーション資料にて説明します

やめ
エネルギー

再エネ賦課金

災害時の
電源 環境価値
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